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ハライド系有機無機ペロブスカイト太陽電池は、安価で簡便に生産でき、高い光電変換効率を

示すことから、次世代太陽電池として期待されている。ペロブスカイト太陽電池が高い光電変換

効率を実現する上では、電荷輸送とペロブスカイト結晶の成長を促進させる役割を兼ねた多孔質

層が重要な役割を担っていると考えられている。前回我々は、多孔質層に着目し、その作製法と

して電着法を用いた場合のキャリア輸送特性について検証した[3]。その結果、電着時間を操作す

ることによって、適当な金属酸化物層の膜厚が電荷を効率的に電荷輸送層に輸送することを明ら

かにした。右図に FTO基板上の電着時間の違いによる TiO2-Blocking Layer（BL）の表面 SEM図

を示す。本講演では、金属酸化物層のモロフォロジーおよび結晶性がペロブスカイト層の結晶性

およびキャリア輸送特性に及ぼす影響をさらに詳細に明らか

にすることを目的として、電着法を用いて金属酸化物層を作

製し、その結晶粒径、結晶性および欠陥構造の評価を行った。

さらに、それらの金属酸化物層上に CH3NH3PbI3薄膜を作製し、

その結晶性および光キャリア輸送特性さらには太陽電池特性

と金属酸化物層の構造の相関について検討を行った。 

詳細な実験結果については当日報告する。 
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